
地域の資源を活用し、
地域に職を作り、
地域に住む。

地域資源の活用と持続可能な地域づくり

It is a plan which makes the Zero Waste Brand of KAMIKATSU the world‘s No
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自己紹介

小林 篤司小林 篤司 ( 徳島生まれの徳島育ち )   

メール：kobayashi＠spec-lab.net
Twitter:azidahak
FaceBook:小林篤司で検索
Blog:http://ameblo.jp/azidahk/

㈱海苔漁師

略歴
徳島大学卒業後、大学ベンチャーとして㈲MNLを設立、取締役社長に就任。その後、株式会社SPEC、㈲デジトロニクスのCIOを就任し、IT分野
と経営をつなげる仕事に奔走する。平成23年には、新たに㈱海苔漁師を設立、同社の代表取締役に就任し、田舎と都会をつなげる仕事を開
始。平成23年6月㈱海苔漁師は農林水産省6次産業化計画の第1次認定企業にもなっている。様々な地域マネージメントに関わっていることか
ら 平成23年8月より上勝町地職住推進機構の設立準備室 室長として町役場で公務員として働き 平成24年3月には独立法人化 般社団
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ら、平成23年8月より上勝町地職住推進機構の設立準備室 室長として町役場で公務員として働き、平成24年3月には独立法人化、一般社団
法人地職住推進機構を設立し代表理事に就任。現在は、地域経営をテーマに活動中。



地域の資源を活用し、
地域に職を作り、
地域に住む。

地職住推進機構 ご紹介

私たちは地域資源を活用し、職を作り出すことで、定住す
る若者を増やし、持続可能な地域を実現する。また、2020

Vision 2012
一般社団法人 地職住推進機構

2012年3月30日設立

Vision 2013

年までにゴミゼロを達成するという、上勝町のゼロ・ウェ
イスト達成に貢献する。

Our Mission

代表理事 小林篤司

社員7名（2012年11月14日現在）

Our Mission

〒771-4501 徳島県勝浦郡上勝町大字福原字下日浦18-1

☎0885-46-0275   ✉info@chishokuju.com

私たちは、徳島県上勝町を拠点に活動する、地域再生事業を創
生し、実行する団体である。日本の社会を取り巻く環境が著し
く変化していく中で、既存の枠部を打ち破り、経済性と持続性
を兼ね備えたソリューションを創りだす。

地職住推進機構は、IT業界、医療機関、飲食サービス業、小売
販売業、金融機関など、多様なバックグランドを持つメンバー

Membership

によって構成されており、その専門知識、価値観を活かして事
業を推進する。また、上勝町外の多様な組織とパートナーシッ
プを結び、共に歩む。

http://www.chishokuju.com/



地域の資源を活用し、
地域に職を作り、
地域に住む。

四国一小さい町 上勝町とは・・・

上勝町は、四国徳島県の勝浦郡に位置しており、徳島市中心部から車で約１時間程の場所にある。上勝町は、四国徳島県の勝浦郡に位置しており、徳島市中心部から車で約１時間程の場所にある。

人口は1,886名873世帯（平成25年1月1日現在）、高齢者比率が52.4%(平成23年11月)という、徳島一の高齢化、

過疎化が進む町。

日本棚田百選 田野々の棚田

日本を代表するロ カルビジネスモデル “いろどり”

・どこにでもある葉っぱをお金に変えた
・葉っぱは軽量のため、他の農業と比べて高齢者

日本を代表するローカルビジネスモデル いろどり

でも取組み易い
・高齢者によるPC（インターネット）の利用
・高齢者に居場所と出番、生きがいを与えた地域活性化
ビジネスのロールモデル

http://www.chishokuju.com/
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◆昭和の林業は知恵と経験の宝庫で、高度な投資事業。 山主は生活費の全額を借入し、借入金のみで生活をする。

収益予想 ＝ 必要金（生活費＋維持費）－必要木材量（木の自然成長比率以下にする）－木こりの日当合計 → 残金
実収益 ＝ 残金 － （全額返済） → 実収益を次の植林計画（林班図）へ投資する → 次年度へ繰り返す

現在は、木材 - 切り出しに必要な価格 ＝ 赤字 となり、林業事業単体では成り立たない時代になってい
る。
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収益のほとんどを林業がまかなっていた上勝。
林業の衰退から農業 転換する

林業から農業へ 大寒波から生まれた葉っぱビジネス

林業の衰退から農業へ転換する。
主な産物であった木材や温州みかんは輸入自由化や産地間競争が激しく、伸び悩む中、1981年には局地的な異常寒波
が上勝を襲い、ほとんどのみかんが枯死。
みかん産業が廃業する中、起死回生で生まれたのが“葉っぱビジネス いろどり”事業だった。

辛うじて生き残った柑橘類産業と椎茸

すだち ゆず ゆこう 椎茸

http://www.chishokuju.com/

すだち ゆず ゆこう 椎茸
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上勝における再生可能エネルギーのはじまり

１７６％

衰退してしまった産業

林業 → ×
農業 → ×

ネルギ を輸出（町外）する町エネルギーを輸出（町外）する町へ・・・

水力発電 → ○
風力発電 → ○
木質エネルギ ○

http://www.chishokuju.com/

木質エネルギー → ○ ・・・
＋ 買い物難民救済
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上勝における再生可能エネルギー・・・

■太陽光発電 △
→住宅ベース強化（創エネ＜省エネ） 各公共ベースはほぼ終了

■小水力発電 ○■小水力発電 ○
→本格的に始動 製材後＋住民による設置 数カ所

■風力発電 ◎
→上勝町 ＋ 神山町 ＋ 佐那河内村 ＋ ユーラースエナジー

■木質バイオチ プ ○■木質バイオチップ ○
→規模／集材の問題 プラント計画中

■屎尿 バイオプラント △
町政 地職住推進機構→町政≒地職住推進機構

■地熱発電
→発電ではなく、高環境エネルギー政策の一環（スカイツリー等）スケールメリットの問題

■潮力発電
→×

http://www.chishokuju.com/
Point！！ 省エネありきで創エネを考える。省エネが圧倒的に安い！！！
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上勝町のポテンシャル総括

地理的特徴
•標高約100m から約1,400m と急峻な地形に、森林地域が広く分布し
ている。河川の周辺には農地が広がる。

ポテンシャル
(GWh/年)

特徴

風力 121.78
• 良好な風況のため、風力の有望地域は上勝町内に広く分布
している（特に尾根線沿いや河川沿い）。しかし、急峻な地
形から一つ一つの有望地域はあまり広大ではない。

小規模だが有望なポテ ルを持 地点が存在する １
中・小水力 24.07

• 小規模だが有望なポテンシャルを持つ地点が存在する。１
か所あたりの設備容量にすると20kW程度。少ない流量を大き
な落差で利用するタイプである。

家庭向け太陽
0 83

• 世帯数の多い北東部、南部地域で太陽光の導入が期待され
光

0.83
る

地熱 0

大規模太陽光
• 全国的に耕作放棄地の活用など農業用地への導入が検討さ

大規模太陽光 93.06
全国的に耕作放棄地の活用など農業用地 の導入が検討さ
れている。

合計 239.74
• 河川での中小水力、河川周辺の住宅、農地での太陽光、小
規模風力、山林での大規模風力といったエネルギーを組み合
わせた利用の可能性が考えられる
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上勝町のポテンシャル 標高約100m から約1,400m と急峻な地形

青線：河川
黒線：行政境界

m
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灰色：河川 黒線：行政境界

自然保全地域

自然保全地域

自然保全地域

原生自然環境保全地域

特別地区

特別保護地区

第1種特別地域

自然公園

第2種特別地域

第3種特別地域

普通地域

海域公園地区

その他

鳥獣保護区

鳥獣保護区

特別保護区域

休猟区

森林地域

森林地域

国有林

地域森林計画対象民有林

保安林

農業地域
農業地域

農業地域

農用地区域

都市地域

都市地域

市街化区域

市街化調整区域
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市街化調整区域

その他用途地域

その他の用地 その他
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地域に住む。上勝町のポテンシャル 年間平均風速分布（高度30m）

5.0 m/s以上の地域が有望である。町の北側で風況がより良好である

m/s青線：河川
黒線：行政境界
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上勝町のポテンシャル 風力発電有望地域

有望地域

有望地域の抽出

• 道路からの距離が200m以内
有望地域• 最大傾斜量が20度以下

• 標高が1000m以下
• 土地利用図面において建物
用地でない
• 高さ30mの年間平均風速が
5.0m/s以上
• 自然公園や国定公園でない
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地域の資源を活用し、
地域に職を作り、
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小規模だが有望なポテンシャルを持つ地点（図中オレンジ）が存在する １か所あたりの設備容量にする

河川区間
※取水量20%、取水路を50m程度とした場合の概算値であり、
大規模な導入を前提とすれば、値は変化する。

小規模だが有望なポテンシャルを持つ地点（図中オレンジ）が存在する。１か所あたりの設備容量にする
と20kW程度。少ない流量を大きな落差で利用するタイプである。

0.5 GWh以上 1.0 GWh未満

0.1 GWh以上 0.5GWh未満

大規模 導入を前提 すれ 、値 変化す 。

0.05GWh以上 0.1 GWh未満

0.01GWh以上 0.05 GWh未満

※年間発電電力量

http://www.chishokuju.com/

標高（m）
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諸条件等 十諸条件等の入れ込み → エクセルレベルで十分

http://www.chishokuju.com/
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山間過疎地の課題・・・

宅配事業は人口減を抑えることは出来ない。
再生可能エネルギーは非常に未来のある話・・・しかし同じ課題がある

風車・水車は回るが人がない町風車 水車 回 人 な 町

再生可能エネルギーのみで町が生き返ることはない→雇用創出をどうするか？
再生可能エネルギーを取り組まないという話ではないが・・・。
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